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ヤシオマスの高品質化に関する研究(総説)

渡遁長生・尾由紀夫

に延長することができる水揚げ方法や貯蔵iAl度を検討する誤験ヤシオマスの現状

を行った。鮮度の評価には硬直指数を用いた。硬直指数の数値ヤシオマスは倍数性育種によって作出した封惟三倍体ニジマ

が大きくなるほど硬直の程度出隼んでしも。図lに示すように，スであり，中島ド県が全国に先駆けて商品化に成功した内水面養

水揚げ後直ちに延髄切断による活けしめ，鯨弓切断による脱血殖魚である。通常のニジマスとは異なり成熟しないため，ブゼ型

を行い，sOCで貯蔵することで長時間鮮度保持を可能となることに育てやすく年間を通じて品質が安定している。このため，そ

がわかった。単に水揚げし苦悶死させた場合と比較すると 10倍の消費は従来の塩焼きや甘露煮かり型魚の有用性が生きる束IJ

以上にあたる 24時間「活きjの状態を保持できた。活きの状態しかし，開発当初の身やマリネ等生食中心へと推移してきた。

はsOCで貯蔵した方が長時間半樹守できるが，解硬後のK値(値大きな需要の増加に対応できず欠品してしまい市場での基盤を

が大きし、ほど鮮度は低下する)の上昇や品質の劣化 t解硬速度)築くことがで、きなかったことや，養魚資材や電気代の高騰が続

はsOCのほうが速く進行するため，輸送が長時間に及ぶ場合はく一方販売単価が変わらなかったこと，また出荷までの飼育期

oOC貯蔵が望ましし、(図 1，2)。聞が長くレギュラーのニジマスに比べてキヤツ、ンュフローが悪

いことから，収益性の思、魚となってしまった。ブ型糊輔の
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価格競争からの脱却を目指す動きが活発化している。栃木県で
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は平成19年度に「とちぎの魚ブランド化推進指針」を策定し，

ヤシオマスの地峨ブFランド化に向けた見直しを行うとともに，
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。高付力例制直化に向けた誤験研究に取り組んできた。そこで1ヤ

経過時間 (時)

シオマスブランド化における寸車の恥組について報告したい。

水揚げ方法および貯蔵方法ごとの硬直指数の変化図1鮮度について

魚介類は牛肉や豚肉等の畜肉と比べ品質の劣化が早いため，

20 鮮度が品質評価t旨標で最も重要なもののひとつとして挙げられ
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ている1)。農林水産省の創斗品消費モニター調査によると，食料
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位以下の項目に圧倒的に差をつけ，6割以上の人が重要と回答し

ている九ヤシオマスに関しては消費の中心は栃木県内であり，

生即位と消費地が近いため，従来の魚介類にはない圧倒的な鮮

。
度を備えた商品づくりが生産者から提案された。そこで，ヤシ
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経過時|出(時)

12 10 8 6 4 2 。
オマスにおいて鮮度を長時間維持する方法の開発を目指した。

魚の死後硬直前から死後硬直中の状態は「活き」と呼ばれ，

ヤシオマスにおける貯蔵温度によるK値の変化図2活魚と同等の価(直をもって取引されている。「活きJを売りにし

ている魚介類ブランドとして大分県の関サパが有名で、あり，水

次に，見た目の美しさや，生臭さの解消を行うため脱血の効

果の検証を行った。生臭さの原因には筋肉中に残留した血液や
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揚け市寺に魚が暴れる前に即殺し「活き」の状態の延長を図って

いるとし、う。そこでヤシオマスにおいても，活きの状態を均幅



トリメチルアミノオキシド，ピベリジン等が宅鯨佐に関与してい

ることが知られており，これらは，水揚げ方法粉k揚げ後の処

理によって大幅に低減することが可能とされている九今回，生

臭さの改善を目的とし， r活けしめ脱血」 の品質への影響を調査

した。脱血させずに苦悶死させた魚と活けしめ脱血を行った魚

を捌し、て比べてみたところ，脱血させず苦悶死させた魚は月期空

内に血液が充満し，可食部である筋肉部位にも多くの血液が渉

んでいた。それに対し活けしめ脱血を行った区で、は血が惨むこ

となく非常にきれいで、あった(図3)。この2種類の魚をサンプ

ルと し，味とにおいによる官能評価を行ったところ，活けしめ

脱血を行った区のほうが血生臭くなく，好まれる結果となった。

脱血の方法としては，偲弓を切断し水中へ放置する方法がもっ

とも簡便である。2kgサイズのヤシオマスを用いて適切な脱血時

間を調査したところ，脱血開始15分後には総血液量の9割は放

血されたが，その後も微量ながら放血が続いていた。そのため，

余裕をもって30分間は飼育水中で、の脱血を続けた方がょいと考

えられる。

昨今，揃官やホテルの調理場では大量の生ゴミが出ることや，

まな板情聴場がJ写れる食材が杭童される傾向がある。ヤシオ

マスにおいては製品歩留まり(スキンレスフィレ)が5割強で

あり，頭や内臓等は生ゴミとなるため，一次加工二Y欠加工を

行し、納品する養殖生産者が増えてきている。加工品出荷も含め，

脱血を含めた丁寧な水揚げは実需者や消費者の利用の幅を広げ，

販路を拡大するための第一歩と考えられる。

図3 水揚げ方法の違いによる見た目の変化

上 ・苦悶死区下・活けしめ脱血区

藻類由来の着臭障害について

魚介類で、は様々な原因によって着臭障害が生じることが知ら

れている九養殖場でも時折飼育魚の可食部から「カビ臭し、J，r土

臭いJ，r泥臭い」等の臭いがJ験目される場合があるが，それは

主に藍藻類や放線菌類の代謝産物である2-methy1iso凶m∞1(以

下手MIBと記す)や， geosmin (以下GSと記す)が原因であるこ

とが多い(図4)。この2-MIBキGSI胡同容性であり， ω90年代に

水道異臭味障害の主な原因物質として大きな被害を出した4)。自

然界において2-MIBぞGSは藍藻類のOscillaωria属，Phormidium 

属，Anabeana属や肱線菌の)Actynomyces属，Str司ptomyoω属なと守に

より産生されることが知られている5)。本物質による着臭障害は

圏内のみならず世界的に発生しており，米国においては，主要

な養殖魚で、あるチャネルキャットフイツ、ンュIctaluruspuncta加

で，これらの物質を原因とする着臭障害が頻発しているとしづ。

2-MIBキ'GSは魚毒性，変異原性としりた毒性は認められないが，

極低濃度(人間の感知闇値は5-10ppt)でも感知されるほど強し、

臭気を有しているため，魚体1::.1微量でも蓄積すると人が不快臭

を感じてしまう物質である。着臭した魚が市場に流通してしま

うと大きなクレームやその商品全体のイメージ低下につながり

販売低下を招く恐れがあるため，養殖場において着臭障害が発

生した場合，通常臭気が消えるまで出荷を延期する措置が取ら

れているが，この出荷延期や停止措置により米国では年間 1，500

万一2，3∞万ド、ルの損害が発生しているとしづ。万が一着臭した

魚を出荷してしまった場合，その魚を食べた消費者は，その魚

種すべてが不快臭を放っていると認知し，二度と食べたいとは

思わないことが容易に十醐リできる。こう したリスクを回避する

ために品質管理守衛生管理と同様に，着臭についても厳格な管

理基準を持って事態に対処する必要がある。

CH、
OH " CH3 

OH 

CH3 

CH3 

図4 2-MIB (左)およびGS(右)の化学式

栃木県内においても，養殖場で、生産されたヤ、ンオマスに「カ
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ビ臭し、」や「土臭し、」などの着臭障害が発生し，消費者からク 160 

レームが寄せられた。食用魚として崩盈している魚に着臭障害

が生じていることは，生産者の問でも問題視されていたことか

ら，県内で発生している着臭障害の原因を調査するとともに効

率的な脱臭方法の開発を行った。

原因調査を行うにあたり，まずどのような養殖場で，いつ着

臭障害が生じているのかを把握するために，飼育用水の異なる

養殖場(地下水飼育のA養殖場，河11水飼育のB養殖場)から

各季舗にヤシオマスをサンプリング、し官能評価を行った。また，

水温，∞， 飼育池内に繁茂する藻類等，飼育環境の調査も行っ

た。その結果， A養殖場で3-5月に着臭障害が生じていた。B

養殖場で、は調査期間を通して着臭が認められなかった。次にGC

オルファクトメトリーというにおい物質を探索する装置を用い

て，飼育水および飼育池壁面に繁茂する藻類から，着臭原因物

質の探索を行った。GCオルファクトメトリーは食品分野で主に

利用されており，謝斗を機器に注入後，クロマトグラフの原理

により，それぞれの成分が一定の保持時間後にパージされ，そ

のにおいを分析者が嘆いで確認するものである。その結果， A

養殖場の飼育水およひ瀦類から標準物質2-MIBと同じ検出時間

に同じ臭気を感じた。

飼育水およひ瀧類の2-MIB濃度を測定すると，着臭が最も強

い5月の飼育水から 1.6ppt，藻類からは152.2ppbとし、う非常に

高濃度の 2-MIB が検出された(表 l 及ひ~5) 。 池壁面に繁茂し

た藻類を光学顕微鏡で観察すると 2-MIBやGSを産生する代表

生物であるOscillatoria属藻類が優占して見られた(図6)。これ

らのことから， 着臭障害は飼育池内に繁茂するOscillatoria属藻

類が原因で発生していることが明らかlこなった。しかし，飼育

環境調査の項目と Oscillatoria属樹頁の発生との関連性は見出す

ことができなかった。

表1 飼育水中の2-MIB濃度の推移

(ppt) 

養魚場
月

4 5 6 9 12 

A 1.22 1.61 ND ND ND 

日 ND ND ND ND ND 

ND:検出限界以下 C>O.05ppt)
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図5 飼育池に繁茂する藻類の2・MIB濃度の推移

図6 Oscillatoria鳳藻類の写真

次に，着臭欄蒋を明らかにするため，ヤシオマスは着臭原因

物質を経口的に摂取して着臭するのか，経皮的に吸収して着臭

するのかという点に着目し，飼料にlOppbの濃度で2-MIBを添

加した訣験区(着臭飼半将舘耳区)と 1tの飼育水に 10pptの濃度

で日佃を閥目した訴験区(着臭水飼育区)を設けヤシオマス

の着臭呉験を行った。飼育開始後4日目に官能評価により着臭

の有無を確認したところ，着臭飼キヰ手舘耳区ではほとんど着臭が

認められなかったのに対し，着臭水飼育区では顕著に着臭して

いた。この結果により， 着臭は経皮的であると考えられた。

これらの実験の結果から着臭障害を解消する方法として3種

類の方法が考えられた。ひとつ目尚司育水中の着臭原因物質を

取り除くことである。具体的方法としては着臭物質除去フィノレ

ター，活性炭の使用や高度浄水設備の導入であるが，これらの方

法では初期投資およびランニンク守コストが大きいため養殖場が

導入することは難しいと考えられた。次に2-MIBやGSを産生

する藻類や肱線菌の除去が挙げられるが，現在これらの生物が

爆発的に繁殖する原因が特定されていないため根材句に除去す

ることは困難である。藻類の場合殺藻剤の使用による除去が考

えられるが，殺藻剤千ィ気に、藻類を要輔させると藻体内に喜輔

された2-1佃 が一気に藻体外へ散逸し，以前より強く着臭して

しまう可能性がある。また殺藻剤の養殖魚への安全性が不明確
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である上，食の安全・安心の観長からも懸念があり，この方法

は控えたほうがよいと考えられる。一方，前述の米国で頻発し

ている着臭障害では，対策として清水飼育が行われることがあ

る。清水飼育とは， 2-MIBやその他の着臭物質が含まれていな

い用水で一定期間飼育することにより着臭物質を体外へ排出さ

せる方法である。これは出荷ロットのみを2-MIBを含まない用

水で飼育するだ、けで、よいので，コストもかからず最も現実的な

方法であると思、われた。

そこで，ヤシオマスの脱臭に必要な清水飼育期聞を把握する

ために試験を行った。まず， 2・L田 濃度が30pptの飼育水でヤ

シオマスを4日間飼育し，人工的に着臭させた供武魚を作成し

た。この供武魚lま清水飼育前に官能評価により，確実に着臭し

ていることを確認したその後，水温lア'C，河11水をかけ流し

て清水飼育を行った。その結果，長くとも 2週間の?青水飼育で

脱臭することができた。

「カビ臭いJ，I土臭し、J等の着臭障害が生じている養殖場で

は，最初に2・MIBぞむSを産生する藻類が池中に前主するかどう

かを確認する必要がある。これらの藻類は色やにおいが他の藻

類とは異なるため区別することができる。例えば前述のA養殖場

の曝気塔であるが，黒色の藻類が大量に繁茂しており，手に取

りにおいを嘆いでみると魚体と同様のカビ臭さが感じられた

(図7)。これらの藻類が見られないにも関わらず着臭がある場

合は勝線菌の関与を疑う必要がある。 2・MIBぞGSは前述のとお

り経皮的に吸収された後，脂溶性の物質であるため脂肪に蓄積

するけ醐リされ，着臭強度l胡旨肪含量に影響されると考えられ

る。また，着臭強度は飼育水温にも影響を受け，宮司育水iAl.が高

いと着臭しやすく，脱臭されやすいとし、うの。反対に飼育水温が

低いと着臭しにくく，脱臭されにくいという性質を有している

と報告されているの。したがって理論的には車舘耳を一時中断し，

脂質の蓄積を止め，高水温で飼育することにより，通常飼育す

るよりも早く脱臭することができると考えられるが，養殖場に

よって飼育している魚種やサイズ，原因藻類キ救線菌の種類や

量，飼育環境等が異なることが予測されるため，飼育環境が大

きく変わる特有ごとに有効な脱臭期間について個別に調査，確

認することが重要である。清水飼育による脱臭を行った魚を出

荷する時には，きちんと脱臭されているかどうかの確認を行う

必要がある。確認は実際に食べてみる方法が最も低コストで簡

便かっ感度の良い方法である。特に腹身等，脂肪含量の高い部

分を少量食べてみるとにおいを感じやすい。また，各個人によ

り闇値が異なるため，できるだけ多くの人に食べてもらうこと

で確認する方法が確実である。欧米ではチャネルキャットフィ

ツ、ンュに着臭障害が生じた場合には専門の官官崩錨官による検

査を定期的に行い，脱臭が完了しているかどうか確認を行って

いるという。規模の小さい養殖現場でここまで行うことは困難

であろうが，養殖生産者自身が清水飼育後の魚を実際食べてみ

て脱臭:肉兄を確認すること出巨要である。現荘， t財t県では，

着臭障害の生じている養殖場へこれらの清水飼育技術を指導普

及している。これにより着臭障害の生じていた生産者が2週間

の清水飼育を行った後，着臭のなし昏訊底魚を出荷できるように

なった。

複数の用水を使用できる養殖場は多くはなしL着臭障害が発

生している全ての生産者が2・MIBやGSを含まない用水を準備

し，清水飼育を行うのは困難であり，今後，より簡便な脱臭方

法や藻類及び飼育水内の微小水生生物の繁殖を制御する方i去の

開発が望まれる。

図7 曝気塔に繁茂した着臭原因藻類

日本海裂頭条虫および横川吸虫の寄生状況調査(全国養鱒技術

協議会調査)について

天然魚，養殖魚問わず国内では多くのサケ科魚類が流通して

いる。車合仇される賞主義戦買が生食で多く提供されているため，鮭

鱒類の生食に対する搭抗感は薄れてはきているが，内水面のサ

ケ科魚類に対する「寄生虫がいるかもしれなし、」という疑し、は

依然として根強し、ものがある。海洋生活期を経て河川|に遡上し

た天然のサケ科魚類を介しての人への日本稿裂顕条虫

Dip.砂llobothrium nihonkaienseの感染症例が多数報告されてお

り，内水面養殖サケ科魚類も同様に寄生してし、る恐れがあると

いう認識が消費者に広まったと考えられる。そのような中，全
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国養鰯揃協議会が中心となり 28都道県のニジマス計6，266尾

を対象にr剣く飼育されたサケ科魚類における日柄解額条虫の
存否につし、て調査が行われ，全て陰性とし、う結果が報告された

7A，9Lまた 1922年から陸封型ヤマメにおける日本禍事事頁条虫の

寄生状況調査が複数回行われたが，一切の条虫類の寄生は見ら

れなかったという I川しかし，サンプリング方法や検査手法に

対する疑義を投げかける向きもあり，依然として消費者の不安

を解消するには至っていなかった。そこで，全国難射矧f協議

会では，海洋生活期を経て河川遡上したサクラマスを材料伐に

含め，検査手法の妥当性を確認すると共に，改めて内水面養殖

されたヤマメ，ニジマス，イワナ類などサケ科魚類を対象に寄

生状況調査を行った。なお， 日本梅裂頭条虫だけでなく横}II吸

虫Metagonimωyokog.酬なdこ代表されるM仰 'gonimus属吸虫に関

しでも，淡水魚を通じて感染しうる人体寄生虫として広く一般

に知られているため，併せて調査を行った 12)。今回の検査対象

魚はすべての検到固体が日柄毎額賎虫の第一中間宿主である

カイアシ類ぞ欄11吸虫のセルカリアを摂食する可能性のある夏

期を経たものが対象とされた。また採用した検査方法の妥当性

を検証するため， 2007年および2008年に海洋生活期を経て新潟

県三面川に産卵回帰し，採卵親魚として樹甫されたサクラマス

についても調査を行った。その結果，本県で調査した金雄三倍

体ニジマス(以下ヤシオマスと記す)を含め，内水面養殖サケ

科魚類2187尾からは詩頁条虫類およびM仰 Igommω属吸虫のメ

タセルカリアは検出されなかった(表2)。一方，陽性対象とし

た三面川|のサクラマスからは筋肉内に被嚢したプレロセルコイ

ド洲鶴、され，さらに遺伝子角斬により日柄毎鶴員条虫と同定

され，検査方法の妥当性が証明された13Lこの結果は園内で内

水面養殖されているサケ科魚類を生食しても，人体寄生虫同惑

染する恐れがないことを示すものである。

表2 ヤシオマスおよび河川遡上サクラマスにおける

A命的Igommω属吸虫および日本海裂頭条虫の調査結果

全長 cm 体重 聞査時飼育用水

魚種(検査年度) 検体数(尾)
平均 :.大:./1、 平均 1 ・大 | 量小 祖媛 !目!膏累積貝嗣勧

シマス 2007 60 40.3 I 48.91 25.6 842.91 1431.51 174.7 地 1*923
ヤシオマス 2008) 61 55.6i 63.0 46.5 2352.9 i 3647.0 i 1203.7 地下水 11約34
河川遡よ判官ス

22 48.3 I 62.0 I 33.9 1021.61 2063.21 275.6 河川遡よ
(2007) 

河川掴上抑ラ刊
36 51.51 65.01 34.0 1137.9 I 2419.81 415.5 河川遡土

(2008) 

魚種{倹体操集日) 母集団尾敏 Ms庫同o吸n虫mus!i裂日本蹟海条

ヤシオマス 2007 960 なし '"し
ヤシオマス 20田 200 台し '"し

河川遡よザ円相
ーi11個(虫あ1体/体り2) 2 5 

(2007) 

河川遡上判刊λ
1l1i 4(個13あ1虫体/り3体) 8 (2008) 

粟倉ら(1985)による河川および日本近海のサクラマスにおけ

る本条虫の寄生状況調査では，海洋生活期を経た個体にのみ寄

生してしもとしづ結果が示されてしも 140 これは日柄解顕条

虫¢感染は冊11ではなく海洋で起きていることを示唆するもの

である。淡水産養殖サケ科魚類は，ギンザケやニジマスの一部

を除き卵から成魚まで、完全淡水のみで飼育されるため，前述の

粟倉らの結果と!照らし合わせると感染機会はほぼないと考えら

れる。日柄解額条虫の生活史に関する知見は乏しく，全容が

いまだ判明していなし、淡水域で感染環が成立している広節裂

里民条虫とは異なり，海洋生活期における感染が強く示唆される

本条虫に関しては，第一中間宿主を特定し，どの水域で感染が

成立しているかを確認することによって，内水面養殖サケ科魚

類の安全性をより科学的に証明できるようになるだろう。

オレイン酸高含有化および高付加価値化への取組について

近年，冷蔵冷i東物涜蜘警備され，生即白から高鮮度の魚介

類が遠隔地にまであたりまえのように届くようになってきた。

そのため，消費地との近さを活かし，高鮮度な商品づくりを行

っても，それだけで競争力を高めることは困難になってきてい

る。そこで他の生産地にはなく，ヤシオマスだけの魅力を付加

する必要性が生じた。伽県生面白においては，金雄異質三{副本

作出出荷を駆使して新魚種を開発し，新たな販路の開拓および

販売価格の上昇を図っている。しかし，金雄異質三倍体等の新

魚種開発や水産庁への特性矧面の福志申請には長期間を要する

ため，本県では既存ブランド魚「ヤシオマス」のブラッシュア

ップを行うこととした。その中で着目したのは餌による高品質

化である。畜産分野でl胡旨肪中に「→面不飽和脂肪酸(MUFA)J

害l恰が高し、ほど「融制澗く口溶けの郎、脂肪」となることが，

研効吉果として多く公表されており，そのMUFAの大半をオレ

イン酸が占めていることも合わせて報告されている。オレイン

酸が畜産物のおいしさの評価指標のーっとして確立されつつあ

る。そこで魚類で初めてヤシオマスにおいてオレイン酸高含有

化を目指すこととした。餌の配合を検討し誤験を行ったところ，

従来のヤシオマスと比較し， 2-3 倍ものオレイン酸を含有したヤ

シオマスを生産することができた(図8)。現在においても養殖

魚において脂肪酸やアミノ酸に着目し，ブランド化された事例

は全国的にもほとんどみられていなし、。
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図8 プレミアムヤシオマスとその他のサケマス類におけるオ

レイン酸含有量の比較(本五訂増補日本食品標準成分表より)

その食味は，従来の淡水養殖魚特有のJ11魚臭キ配合飼料臭など

のにおいがほとんど感じられず，鱒本来の味わいを感じること

ができる。圏内の様々な料理人に試食してもらったところ九、

ままで使用していたヤ、ンオマスとは全く異なった品質を備えて

いるJ，r通常のサーモンとは異なる食味を有しているJrし、まま

で使用していたヤシオマスやその他の糊臓は生臭さが気にな

り調理前にノ¥ーブ、等で入念に臭み取りを行う必要があったが，

オレイン酸を高めた新しいヤシオマスはその必要がなく，調理

の幅が非常に広がったJ等の評価をいただし、た。平成24年に県

内養殖生産池での現場実証誤験を経て，樹何普及を行い，本格

的な生産が始まった。平成26年3月には新しいヤシオマスを振

興するために協議会が設立された。同9月には生産者，行政，

実需者が集まりオレイン酸高含有ヤシオマスを「プレミアムヤ

シオマスJと命名したことと合わせ，先の協議会の名称をプレ

ミアムヤシオマス振興協議会と改めた。後味がさっぱりし，マ

ス本来の美味しさを感じ取れることから「特別な」とし、う意味

を込めて「プレミアム(Premium)Jを冠した名前となった。プ

レミアムヤシオマス振興協議会で、lま水産誤験場で今まで培った

試験研究結果をもとに7項目の品質基準を設け，品質向上に努

めるとともに，ロゴマークやパンフレットを作成し積極的にPR

を行ってしも(図的。現在県内外の有名レス トラン，ホテパ等

において取扱霜責があり，いずれからも高し、開面を受けてしも。

今後は更なる品質安定化や，養殖生産者を増やすことで高付加

価値の正樹守と安定的な4期合を目指していく ことが課題である。

図9 プレミアムヤシオマスの商品に貼られる認証シール
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調査試験報告要旨

〔研究報告〕

ヤシオマスの高品質化に関する研究 (p5-11)

ヤシオマスは本県の特産魚として開発された全

雌三倍体ニジマスです。その付加価値を高めるた

めに高鮮度維持技術の開発に取り組みました。そ

の結果、活けしめ脱血を行うと通常の水揚げ方法

と比較して、 10倍以上にあたる 24時間「活きj

の状態を保てることがわかりました。また、県内

で時折見られたヤシオマスのカビ臭さは養殖池内

の藻類が産生するジメチルイソボルネオールとい

う物質が原因であり、清水飼育することで解消で

きることがわかりました。

古くから言われている「内水面養殖サケ科魚類に

は寄生虫がいるかもしれない」とし、う疑義を解消

するために、日本海裂頭条虫および Metagonimus

属吸虫の寄生状況調査を行いました。その結果、

両種とも寄生は認められず、ヤシオマスをはじめ

淡水養殖サケ科魚類の安全性が確認されました。

さらに、従来のヤシオマスよりもオレイン酸含有

量を高めると、食味が大幅に向上することを確認

し、その安定生産技術を確立しました。現在はプ

レミアムヤシオマスと命名され、販売されていま

す。
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